
　環　　境　　報　　告　　書

令和5年8月1日～令和6年7月31日

　株式会社サンレイメディカル



<基本理念>

株式会社サンレイメディカルは地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、

『地球環境との調和』を意識した企業活動を通じて、自社及び取引先の環境保全活動を推進する事

により、社会や地域への責務を果たしていきます。

<基本指針>

株式会社サンレイメディカルは、『できることから推進しよう小さな循環の環』をスローガンに、

以下の方針に基づき環境管理活動を行います。

（１） 当社では、環境側面を毎年見直し、関連する適応可能な法的要求事項及びわが社が同意する

 　      その他の要求事項を順守するとともに、環境保全のための社内規定を作り、汚染の予防を
図ります。

（２） 当社の活動による環境への影響を評価し、技術的・経済的に可能な範囲で環境目的を設定し、

 　　　定期的に見直しを行うとともに、環境マネジメントシステムを運用し継続的に改善を行い

　　　 ます。

（３） すべての廃棄物のリサイクルシステムを確立し資源の有効利用の徹底を図ると共に、減量化

　　　 を積極的に推進します。

（４） 車輌の燃費向上に取り組むことによる軽油消費削減・二酸化炭素の排出削減へ協力し、また、

　　　 太陽光パネル、LED電球導入による省エネルギー政策へ積極的に協力します。

（５） 社内環境教育や、社内広報活動を実施し、全社員の環境方針への理解と環境保全に対する

　　　 意識向上を図ります。

（６） 全に対する意識医療廃棄物処理業としての自覚と誇りを持ち、排出事業者に安心と安全を提供します。

（７） 協力企業との環境に関する協力関係を強化します。

（８） 本環境方針は、外部からの要求に応じて公表致します。

１．環境方針



・会社概要

・組織図（R6.8.1現在）

株式会社サンレイメディカル　　代表取締役　田原昌明

２．事業の概要

事業所名及び代表者氏名

平成２年３月

１０００万円

産業廃棄物及の収集運搬及び中間処理、一般廃棄物の収集運搬
医療機器・消耗品の販売

設　　　  　立

所　　在　　地

連　　絡　　先

本社：熊本県阿蘇郡西原村布田834-171
乾原事業所：熊本県阿蘇郡西原村布田字乾原1129
熊本営業所：熊本県熊本市東区佐土原１丁目2-11
長崎営業所：長崎県長崎市古賀町995-1

本社　ＴＥＬ（０９６）２７９－４３１１　　ＦＡＸ（０９６）２７９－４３１３
長崎　ＴＥＬ（０９５）８９４－４９９７　　ＦＡＸ（０９５）８９４－４９８５

資　　本　　金

事　業　の　内　容

取締役会代表取締役

長崎営業所

営業部 業務部

営業部 業務部 総務部

事業本部



・ 許可内容（R6．8．1現在）

【産業廃棄物収集運搬業】

●　積替保管許可

【特別管理産業廃棄物収集運搬業】

●　積替保管許可
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【中間処理業：熊本県】

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、廃プラスチック類

（これらのうち石綿含有産業廃棄物、廃石膏ボード、自動車等破砕物、

水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除き、テレビ、
冷蔵庫、洗濯機、エアコンを除く廃電気機械器具に限る。）

1 分解・分別



　産業廃棄物（特に医療廃棄物）の収集運搬及び処分を主な業務とする弊社において

最も環境に影響を与えるものは、収集運搬時に使用する車両の二酸化炭素排出と事務所内での

資源（電気、紙資源等）の浪費です。これらの環境負荷を軽減するために、以下の目標を

設定して環境保全活動を推進する事により、社会や地域への責務を果たしていきます。

【環境目標】　R５年８月～R６年7月まで

（１）二酸化炭素排出量の削減 （４）リサイクルの推進

（２）社内から出る廃棄物の削減・リサイクルの推進

（３）事務用品グリーン購入比率の向上

【環境保全に向けた具体的な取り組みと実績】

（１）二酸化炭素排出量の削減

車両毎に目標燃費を定め、二酸化炭素排出量の削減を目指す。

○エコドライブの徹底（急発進、急加速の防止とアイドリング
　ストップの実施） 前年度CO2発生量

○新型車両の導入
○法定速度の順守 今年度CO2発生量

○交通安全講習会の実施

○車両点検（日常点検、法定点検）を行い車両の異常を未然に

　防止する
○太陽光発電によるCO2削減 （単位：㎏-CO2/ｔ）

（２）社内から出る廃棄物の削減・リサイクルの推進

紙ごみほかリサイクル量の前年度比増加

○スキャンソフトの活用

→ 原本ではなく可能な限りデータで保存 前年度リサイクル量

→ ファックスでなくメールにて受発注を行う

○機密文書を含めて古紙はリサイクル 今年度リサイクル量

〇梱包用ビニールのリサイクル推進

　

（３）事務用品グリーン購入比率の向上

事務用品のグリーン購入比率を金額ベースで70％とする

○グリーン商品の積極的購入

○再利用可能なものは極力再利用して無駄を削減する

購入比率　　72％

（４）リサイクルの推進

社内及び社外研修を行う

○社内研修　　10回/年

○社外外部研修　5回/年

○社外（顧客への）研修　15回/年 社内研修　　10回/年

社外研修　　６回/年

社外研修　　1５回/年

３．環境目標と実績

563

559

目標
目標達成

手段

目標

約0.8％減少

手段

目標達成

目標
目標未達成

目標
目標達成

手段

649kg

682kg



リサイクルの推進

事務用品グリーン購入比率の向上

廃棄物の削減及びリサイクルの推進

二酸化炭素排出量の削減

環境目標

社内研修　10回/年
社外（外部）研修　5回/年
顧客への研修　15回/年

・社内研修会を開いて分別方法に
　ついて学ぶ
・顧客へのリサイクル処理の提案
　及び分別方法についてﾚｸﾁｬｰ

紙ゴミほかリサイクル量を
前年度実績より増加させる

事務用品のグリーン購入比率
を金額ベースで70％とする

方策

エコドライブ推進
低燃費車両の導入

古紙分別の徹底
ビニール、プラスチック
包装のリサイクルを推進

グリーン商品の積極的
利用

目標値

売上百万円当りで前年度比で
削減

４．R５年度環境目標


